
 

 

 

 

      

日 曜 行事 

1 土   

2 日   

3 月  

4 火 公立高校入試 A日程検査（学力） 

5 水 公立高校入試 A日程検査（面接） 

6 木   

7 金   

8 土 卒業式 

9 日   

10 月 PTA本部役員会 

11 火 修学旅行説明会 

12 水 
小学校へ出張読み聞かせ（英語部） 

専門委員会 

13 木 
公立高校入試 A日程の合格発表 

卒業式振休 

14 金 公立高校入試 B日程の出願期間 

15 土 市民参加劇公演『海の木馬』  

16 日 市民参加劇公演『海の木馬』 

17 月   

18 火 公立高校入試 B日程の検査日 

19 水 PTA交通指導 

20 木 春分の日 

21 金 

 

22 土   

23 日   

24 月 
修了式・離任式 

公立高校入試 B日程の合格発表 

25 火 高知県選抜野球大会（～３０日） 

26 水 
 

27 木 
 

28 金 
 

29 土 あったか竜馬陸上記録 

30 日 あったか竜馬陸上記録 

31 月   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

進路や職業に関する学習の導入として、１・２年生が、夜須在

住の３名の講師の方のお話を聞きました。仕事に関することだ

けでなく、ご自身の学生時代の体験や当時考えていたこと、地

域に対する思いなどもお話くださり、大変有意義な学習になりま

した。講師の皆様、また、講師を紹介してくださった、地域コーデ

ィネーターの永野富美子先生、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリア教育 ～仕事の達人～ 

令和６年 2 月２1日（金） 

   夜須中学校  ２月号 

文責 濱田 美貴 

 

学校だより 

「 白い風寒さあふれる世界かな (笹 心美) 」 

 この俳句は、岡本彌太文学賞で「優良賞」を受賞した３年生の

作品です。朝夕に交わす挨拶の際に出る息の白さから寒さが伝

わってくるとともに、体温や心のぬくもりも感じられます。 

３年生は卒業が迫ってきました。１・２年生もこの１年の集大成

の時期です。「よく頑張った」「この仲間と一緒でよかった」等々を

実感し、達成感や感動があふれる学年末になってほしいと思い

ます。 そのためにも、うがい、手洗い、睡眠などに留意し、心身

ともに元気に過ごせるようにしましょう。 

地域の方に学ぶ 

  

８：５０～ 受付 ９：３０ 開式 

本年度・来年度の本部役員の 

皆様 １８：３０～  

１年生の保

護者の皆様 

１９：００～  

マリンホール 

１５日 １８：３０～ 

１６日 １４：００～ 

１年生４名がスタ

ッフ、橋場先生が

役者として参加し

ます。 

 

丸岡克典さん 

車両販売、整備等

等 7 

野島貴美子さん 

   農業 

 

小松希芳さん 

衣装デザイナー 

＜講話内容＞ 

・この仕事の良いところ・意義・楽しさや苦労、しんどさ 

・この仕事を始めた理由やエピソード、この仕事に就くために取り組んで

きたこと 

・中学生の頃に身に付けておいた方がよいと思うこと     など 

生徒感想より 

月曜ではなく、この日が休みです。 

・「自分が何をしたいか？」「どういう目標を持っているのか？」を大

切にして、今から人間関係を学び、人との出会いを大切にしないと

いけないことが分かりました。私のおじいちゃんも農家をしているの

で、今日野島さんに話していだいたことを話してみたいと思います。

今、自分たちは勉強をしているけれど、大人になっても勉強をしない

といけなくて、そのためには今のうちに勉強をして経験を積みたいと

思いました。農家は天候が敵で、経営をどう回していくかが大切だと

わかりました。日々努力していくことも頑張りたいです。 

・ほめてもらえたときにやってよかった、楽しいと感じるそうだ。１０代

から経験しておくとよいことは、いろんな人といろんな場所で話をし

たりすること。嫌な人の意見でも１回は聞いてみる。それが将来役

に立つかもしれない。人の話を聞く力をつけることや、ＳＮＳの内容

について、本当のことと嘘を見極める能力を付けることが大切だと

わかった。自分が好きな仕事に就くのではなく、これなら続けられる

という仕事に就けばいいと分かった。 

・車は時代の流れで変化してきて、電気自動車やハイブリットなど、

環境によい車ができていることがわかった。車の仕事は、手先の器

用さが必要で、簡単ではないことがわかった。また、車の知識や技

術だけでなく、お客さんがどのような気持ちで接しているかなどを考

え、相手を満足させることが大切だということがわかった。夜須町を

変えるために青年団に入ったそうだ。町づくりが好きで、人のつなが

りが増えたと知って、やってみたいと思った。 



 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

小学校とつながる 

１日体験入学・交流会 

 今年の体験入学は、校内見学と説明会だけでなく、体験授業や部活動見学を組み込みました。また、小６生の学級会に

よる意向と企画をうけ、中１生との交流会も行いました。その様子を、保幼小中連携モデル実践研究事業の統括推進リー

ダーである小松久代先生が通信にまとめ、市内の保幼小中に紹介してくださいましたので、抜粋してお知らせします。 


